
■卓　話 
　日本画を描き始めたのは50歳14年前で自己
流からです。高校を卒業して美大に進学した
かったのですが父が厳しく地元で就職し、そ
の後父の家業を手伝い事務をしていました。 
　描き始めたキッカケは息子を難病のため2歳
で亡くし、愕然としていた時に友人から茶道を
勧められたのですが人前に出たり関わるのがた
めらいられ、悲しみを乗り越える気持ちがまだ
あり、絵を鑑賞することも好きでしたので、一
人で向き合える日本画を選びました。 
　まずは図書館で専門書を読み学びました
が、技法が多種あり教えてもらわないとと思
いNHK教養講座を受けることにしました。
そこで師となる角田信四郎先生と出会い指導
を受けました。絵は悲しみを埋めるもので見
せて評価をされようとは思ってもいませんで
したが私の絵に精神性の高さに驚かされたと
先生に言われ、自分のことや作品はわからな
いだろうが行く行くは理解されると思うと県
展への出品を促されました。 
　仕事と家事を済ませ夜中まで絵を描いてい
るうちに楽しみから自然や命への思いを表現
したくなり、気持ちも生活も前向きになれま
した。県展で連続して入選するようになり、
キャンバスに命を吹き込んでいくことを感じ
るようになったころ、先生から日本美術院展
出品を勧められました。 
　日本美術院は岡倉鉄心氏が明治31年横山
大観氏と設立。春の院展、秋の再興院展を行
い、秋のに3回入展すると院友、続けていく
と研究会員に推挙されます。 
　展覧会等の経歴や作品の一部はホームペー

ジをご覧ください。私の絵の題材は「ブナ
林」です。材木商でしたことや、周りの広葉
樹に囲まれていたせいかブナは落ち着きまし
た。森の静けさや荘厳な空気に新しき芽吹き
に命を感じます。どうにもならない悲しみや
苦しみ、行き場のない思いを経験した中で心
を保つために始めた日本画。ブナは何も語ら
ないですが静かにたたずんで命をつないでい
るように思えています。描きながら木の中に
ある流れる時間に生きる力を感じ、人と自然
がともにあることへの祈りを描いています。 
　2024年県展の最高賞である山崎種二記念
特別大賞を受賞。2026年企業メセナ群馬芸
術文化大賞をいただきました。今年の10月
よりこれらの作品を中心に前橋で個展を開催
します。これらの機会を与えていただき心よ
り感謝しています。悲しみの中から生まれた
絵が多くの人の心を癒し、出会いが生まれ、
更に大きな夢へと広がりを感じています。 
　沼田から絵画を通じて全国へ発信できること
を考えています。作品発表の場を作り交流の場
として多くの方にに参加していただきたいと思
います。一本の木が森になるように一人の挑戦
が地域文化を育てていくと信じています。 
　人生はいつからでも挑戦でき、新しいステ
ップを踏み始められます。命の輝き、人と人
とのつながりを作品を通して見ていただく方
の心に届くような作品をこれからも描き続け
てまいりたいと思います。 
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日本画を描き心を広げて

豊　野　芳　子 先生日本画家



 
 
■司　会　　　　 　須田千秋SAA出席委員 
■ソング　　我等の生業　　　　天野純一君 
■来賓及び来訪ロータリアン 
　日本画家　　　　　　　　　　豊野芳子様 
　第五分区ガバナー補佐　　　　赤井幸夫君 

塩浦敬之会長　　 
　6月9日は私の63回目の誕生日。元気に誕
生日を迎え、例会の時間を共有できますこと
を大変ありがたく感じております。 
　これまで多くの方々との出会いに恵まれ、
支えられて今日があります。特にこの一年は
会長という大役を務めさせていただき、多く
の学びと貴重な経験をいただきました。 
　関東地方もいよいよ梅雨入り。豊かな実り
を支える大切な季節です。ロータリー活動も
同じではないでしょうか。日々の例会や奉仕
活動、会員同士の交流など、一つひとつの積
み重ねが大きな実りとなります。 
　会長年度も残すところわずかとなりまし
た。一回一回の例会を心に残るものにしてい
きたいと思っております。 
　63年人生経験は多少積み重なりました
が、ゴルフのセンスだけは相変わらずで情け
ない限りです。しかし、それでも練習を続け
ていると、時折うまくいくことがあり、その
喜びが次への励みになります。ロータリー活
動もまた同じで、一歩一歩の積み重ねが大切
なのだと感じております。 
　これからも健康に留意しながら、ロータリ
ー活動に励んでまいりますので、引き続きご
指導、ご鞭撻のほどお願い申し上げます。 

小倉　仁幹事 
◎沼田ローターアクトクラブより 
　新年度所信表明例会、7月22日19時～テ
ラス沼田クラブ事務局。 
◎2023-24RI会長ジファニージョーンズ
「ジェファニーと語ろう」開催。参加希望
者は30日幹事まで 
◎NPO法人結の会より 
　10周年記念式典、7月12日文化会館14時 
 
◎SAA出席委員会　 　　　　吉田　守委員　　　　　 
 
 
 

◎ニコニコ委員会　　　　　小島隆一委員長 
・赤井幸夫君(沼田中央)　公式訪問にお伺い
して。1年間お世話になりました。 
・塩浦敬之君　赤井第五分区ガバナー補佐に
お越しいただき歓迎いたします。卓話者に
日本画家豊野芳子様を迎え。 
・ニコニコ一週間　卓話者に豊野芳子先生を
お迎えして。 
　小倉　仁君　　天野純一君　浅沼美香さん 
　飯島千明君　　押川幸男君　　春日政志君 
　小坂哲平君　　小島隆一君　　小菅茂雄君 
　清野啓介君　　関　真一君　須田千秋さん 
　髙橋圭介君　　武田　寛君　須田羊子さん 
　田代経量君　　戸部聖之君　　南雲達也君 
　深津卓也君　　保坂充勇君　　松野正一君 
　持谷明宏君　山田龍之介君 
■赤井幸夫ガバナー補佐挨拶 

　公式訪問がこれで4回目となり、沼田クラブ
の皆様にはお世話になりありがとうございま
した。11月IM、沼田中央クラブ40周年を無事
に務められました。次年度のガバナー補佐予
定者の渋川クラブ関口氏に引き継ぎました。 
　職務を全うでき感謝いたします。 
■クラブ臨時総会 
◎成立宣言　　　　　　　　　　小倉　仁君 
　出席34。委任状24で3分の1以上出席成立 
◎議長選出　　　　　　　　塩浦敬之君選出 
◎議事上程説明　　　　　　　　小倉　仁君 
1、クラブ細則第16条財政調整基金を内部規
則に変更する件 
　同16条を細則より削除し、内部規則に制
定する。削除に伴い16条以降を繰り上げ
る。承認された場合、8年7月1日より施行。 
　理由として他の特別会計等に関する規定と同
様に内部規則として管理することが適切である
ため。財政調整基金の運用内容については「財
政調整基金内部規則」を1～6条を現行の細則
を引き継ぐものとして理事会で制定する。 
◎採決　異議なしで可決承認。
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委員会報告

幹事報告

例 会 報 告

会長の時間

会 員 数 会場出席 メ ー ク 出 席 率

73名 30名 11名 　66.70　％


